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治水協定に基づく事前放流について 

【要旨】

 ダムによる洪水調節機能の早期強化に向けた事前放流等の取組について、令和２年５月 29

日に県内の一級水系において河川管理者とダム管理者等が治水協定を締結し、令和３年２月

19 日には二級水系においても同様に治水協定を締結しています。 

 事前放流の実施に際して、各ダムの利水者及び地元市町村へ通知が必要(cf 事前放流実施要

領)となりますので再度関係者へ周知願います。 

１ 事前放流実施までの流れ(参考：別添資料 治水協定関係者俯瞰図及び情報伝達フロー参照) 

 【一級水系(補助ダム)・二級水系(補助ダム)】 

(1) 気象台から「台風に関する気象情報(全般台風情報)」「大雨に関する気象情報」いずれかが発表 

(2) 岩手河川国道事務所(二級水系は東北地整地域河川課)から河川課流域治水担当へ態勢を執るよう 

メール伝達 

(3) 河川課流域治水担当から各公所へ、態勢を執るようメール伝達

 (4) 河川課流域治水担当にて、治水協定に定める①各ダムの基準降雨量を超過しないか、②容量が不

足しないかをチェック

 (5) ①②により事前放流が必要と判断された場合、各公所に➂4 号体制確立を指示 

 (6) 4 号体制確立後、県土整備部長の承認を得た後、事前放流開始

※①各ダムの基準降雨量が超過しているか否かは、国から配信される「降雨量予測ｼｽﾃﾑ」により確認 

 ②容量が不足するか否かは、予想降雨量による総流入量＞洪水調節容量+空き容量+ﾀﾞﾑ放流総量 をｴｸｾﾙｼｰﾄにより確認 

➂1 号体制：注意報  2 号体制：警報 or累計○ｍｍ以上の降雨  3 号体制：流入量が洪水流量に到達 

 【二級水系(利水ダム)】  

(1) 気象台から「台風に関する気象情報(全般台風情報)」「大雨に関する気象情報」いずれかが発表 

(2) 河川課流域治水担当から利水ダム管理者へ態勢を執るようメール伝達

(3) 利水ダム管理者は各ダムの基準降雨量を超過した場合、事前放流実施要領に基き事前放流を開始 

２ 今後の対応 

 ・令和 3年度当初に各ダム管理公所から事前放流通知先関係機関へ、上記事前放流実施の流れ及び 

 事前放流時の通知内容を再度周知(令和 2 年度の事前放流実施要領制定時に各利水者及び地元市町

村へは説明済みであるが年度が変わったため再度周知するもの)。 

 ・各ダム管理公所における事前放流演習の実施(必要人員の把握、ゲート・バルブ操作の演習、警報

局の吹鳴操作演習等) 
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※甲子川水系日向ダムは、特定利水が無いため、治水協定の締結は不要であるが事前放流実施要領を策定して事前放流の実施体制を整えている。


